
                             １２月号 第９号 
                             令和６年１１月２９日 

 
 

 

http://www.kawachinagano.ed.jp/chiyosho/ 

 

 
   

    
 
 
 
 
       

早くも 師走です 
木々の色もすっかり色づき、朝夕も一段と冷え込んできまし

た。早いもので、明日からは師走となり、本格的な冬の到来を

迎えます。 

 長い２学期もあと少しとなりました。１２月は、２学期のま

とめの時期です。来週から個人懇談会が始まります。２学期を

振り返って「これまで通り取り組んでいってほしいこと」や「こ

れからがんばってほしいこと」などを担任から伝えさせてもらったり、保護者の方と共有し

たりすると思います。各々の子どもの課題に則したご家庭での支援や励ましの声かけをお願

いします。また、家庭での時間の使い方を話し合い、早寝早起きなどの基本的な生活習慣を

整えていけるよう、ご協力をお願いします。 

 

学校生活より 
 

＜各学年で様々な活動に取り組んでいます＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭数配布 

１年 昔あそび ３年 ばんばん見学 

４年 環境紙芝居 

２年 秋見つけ 

５年 音楽会 ６年 美化キャンペーン 
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１１月のチヨスゴ（チヨダのスゴイとこ）  
○ 先生も、子どもどうしも、みんなで認め合う温かい学校へ！！ 

 
改めて伝えたいたいわけではありません 

  

ただ、どうしても言わざるを得ないことがあります。それは、髪型のルールが崩れている

ことです。髪染め、パーマをあてている児童が大変増えていることは、ご存知のことと思い

ます。ルールがある理由も、毎年度初めにお伝えしている通りです。生活指導の研修で大学

の先生が「（小学生が）ルールを守らなくてもよいという考えを、保護者が認めてはいけな

い」とおっしゃっていました。髪染めも、パーマも本人の希望もあるとは言え、どちらも保

護者が勧めてしまっている場合が多くあります。学校は、いずれ社会に出る子どもに「ルー

ルを守らなくてもよい」という経験を積ませるわけにはいきません。改めて、お願いしま

す。        千代田小学校 生活指導部 
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tetoru(テトル)での連絡を有効に活用しましょう 
tetoru(テトル)での欠席連絡を多くの保護者の協力のもと、運用することができていま

す。ありがとうございます。教員の業務を減らすことができ、授業準備や子どもたちとの時

間に充てることができています。 

子どもの健康状態を把握するために「コメント」を活用してください。具体的には、発熱

症状の場合は体温やせきの具合などを書きこんでください。また学校にいくのをいやがって

いる（登校しぶり）場合は、「その他」を選んでいただき、詳しい様子を書きこんでくださ

い。さらに「家庭の都合」でもその詳細が可能であればお書きください。「その他」で「コ

メントなし」だけはやめていただき、理由がわかるようにしていただけたらありがたいです。 

日 曜 主要行事 保健行事 下校時刻 日 曜 主要行事 保健行事 下校時刻
１・２年おもちゃランド（２・４・５ｈ） 1～2年3:05

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3～6年3:55
【短縮４ｈ】個人懇談会① 全学年

家庭学習がんばり週間（12月８日まで） 1:00

３年校外学習(予備） 1年　3:05

　　　　 ２～6年3:55
【月水５ｈ】 5年　B1グランプリ 全学年 ３年ぐんぐん 1～3年2:50

2:50 4～6年3:40
【短縮４ｈ】個人懇談会② 全学年 ３年昔のくらし体験（１～４ｈ） 1年　3:05

1:00 ２～6年3:55
【短縮４ｈ】個人懇談会③ 全学年 1～3年2:50

1:00 ３年ぐんぐん　　　　　　　　　　　 4～6年3:40

6年音楽会（5時間目） 1～2年3:05
1年お話のとびら（２～４ｈ） 3～6年3:55

1～2年3:05

3～6年3:55

クラブ⑥ １～３年2:50
３年ぐんぐん　　　　　　　　　　　　　　　 ４～６年3:55
【短縮４ｈ】個人懇談会④ 全学年

1:00

【月水５ｈ】地区児童会 全学年 大掃除　給食終了 1～3年2:50

2:50 6年お話のとびら（２～３ｈ） 4～6年3:40
集団登校開始（１８日まで）　6年中学校体験入学 1～2年3:05 【短縮４ｈ】終業式 全学年

わくわく遊び 3～6年3:55 12:20

2 月 14 土

1 日 13 金

3 火 15 日

4 水 16 月

5 木 17 火

6 金 18 水

7 土 19 木

8 日 20 金

9 月 21 土

10 火 22 日

23 月

12 木 24 火

11 水

１月の主な予定 

８日（水）３学期始業式    ２４日（金）通常４時間授業   

１４日まで集団登校    ２５日（土）漢字検定（希望者のみ） 

 ９日（木）給食開始      ２７日（月）クラブ       

２０日（月）委員会活動          ３年クラブ見学 

      ３・４年ぐんぐん   ２８日（火）書写展 （３０日まで）        

２１日（火）避難訓練（火災）   ２９日（水）フリー参観（２～５限） 

２３日（木）わくわく遊び      

          



校長室だより 
  

今年は夏から暑い日が続き、10 月、11月になってもその暑さが残っているような気候

が続いてきました。今週に入って、やっぱり寒くなってきました。いよいよ冬の到来を感じ

させる冷え込みです。学校では来週から個人懇談会が始まり、2 学期のまとめの時期に入

っていきます。長い二学期もあと少しです。ラストスパートの気持ちで子どもたちにも頑

張ってほしいと思っています。 

 

早く寝させるのは親の責任です 
 寒い季節になってくるとどうしても「遅刻」が増えてきます。朝、明るくなる時刻も遅く

なり、寒さで布団から出られないこともしばしばあります。大人もそうですから、子どもに

とっても簡単に生活リズムが乱れてしまいます。 

 遅刻が多くなるとどうしても様々なことができない状況になってしまいます。朝の学習

をしないために学力の定着が図れない、朝の連絡を聞けないために学校生活に見通しが持

てない、授業に間に合わないことで学習が滞ってしまう、などなど挙げきれないほどの問

題や課題が生じることになります。 

 「早寝・早起き・朝ごはん」と昔からよく言われていますが、まさに生活リズムを整える

言葉だと思います。寒い時期だからこそ、子どもも大人もみんなで意識をもってリズムを

整える取り組みをできたらいいなと思います。ちなみに、保育園の先生から「夜ごはんより

も風呂よりも、優先するべきはまず睡眠」と口すっぱく言われたことを思い出します。幼児

期の子どもにとって大切なのですが、児童期の子どもにとっても、もしかしたら児童期の

方がより睡眠を大切にしなければならないのかもしれません。余談ですが、夜ごはんを食

べずに寝た子ども達はものすごい勢いで朝ごはんをパクパク食べていました。 

 

生活リズムを乱すもの 
 今の時代は、生活リズムが乱される多くのものが存在します。テレビ、ゲーム、なかでも

スマートフォンは大きな原因の一つに挙げられるでしょう。スマホ依存で朝起きられない

という話は、学年を問わずよく聞きます。これはもちろん夜遅くまでスマホをいじってし

まっているからです。またスマホを介した「いじめ」「トラブル」も後を絶ちません。 

 オーストラリアで 16 歳未満の子どもに TikTok（ティックトック）やインスタグラム、

X（旧ツイッター）などのＳＮＳを禁止する法律ができたそうです。世界的にも、スマホな

どの使用をコントロールしなければ子どもたちに悪影響が出てくることが常識になり、こ

のような法律がつくられることになったのだと思います。千代田小学校でも生活指導担当

から LINE の年齢制限は 12 歳以上であることを伝えたり、使用時間の制限をお願いした

りと発信してきました。 

 子どもたちを守ることができるのは私たち大人です。日本では法律として制限すること

ができていませんが、親として、学校として守ってあげられることはしていきたいと考え

ています。今一度、スマホなどの使い方を再考してみてはどうでしょうか。 


